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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は ThiobacilZusthiooxidans のイオウ代謝によるエネルギ- 獲得機構の研究およびその応用面
として本菌を使用した低品位の2 酸化マンガン鉱からのマンガンの溶出に関する詳細な研究をとりまとめ
たものである｡
従来元素イオウ (So)を酸化する cel-free系は全く得られていなかったが, 著者は T･thiooxidans
の菌体を音波破砕することによってコロイ ド状の SO 甚酸化するcel-free系をうることに成功した｡ こ




また particulatefractionは電子顕微鏡で見ると plasmamembraneの破片からなり, ショ糖密度勾
配法によって2つの fractionにわけることができるが, S203 の酸化活性はいずれの fraction にも存在
する｡ したがって S203の酸化酵素系は plasmamembraneに存在するものと考えられる｡ この部分か
らCoenzymeQ を結晶標品として単離するとともに吸収スペクトルからcytochromea,bの存在をも認
めた｡ 上述の sOlublefractionから得た cytochromecも, ももと もと plasmamembrane に存在














著者はコロイ ド状の SOを酸化する cel1-free系をはじめて得ることに成功し, さらにこれをsoluble
fractionと particulatefractionにわけ, 前者に, SO- S203,後者に S203- S｡06 の反応を特異的に触媒
する酵素系の存在を見出した｡ Particulatefractionは plasmamembraneの破片からなり, この部分
にCoenzyme Q , cytochrome系の存在を認め, S203 から酸素への電子は plasmamembrane中で
cytochrome系を含む電子伝達系で運搬され, エネルギー獲得が行なわれていることを明らかにした.
さらに本菌が低いpHに耐えるととに各種の金属イオンが高濃度に含まれる場合にもよく生育する性質
を利用して低品位の2酸化マンガン鉱石からマンガンを効果的に溶出することに成功し, その溶出機構,
溶出条件を詳細に検討して工業的利用の可能性を示唆した｡
以上の業績は微生物生理学上新しい事実を明らかにしたばかりでなく, 工業的にも重要な知見を加えた
ものである｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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